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静岡地学第68号 (1993)

囲総会惨記念講演会惨 の集い

本会は 1964年6丹、会員数約 100名により創設され、会員および役員各位の並々ならぬ努力と教青

委員会をはじめとする関係諸機関@団体のご支援により着実に発展し、会員数約400名をもって記念

すべき第30囲総会を迎えることができた。ここに改めて関係者各位のご尽力に深く感謝したい。

* 第30担総会(1993年6月13日15時半""'-'16時半、ニツセイ静岡駅前ピル2Fホール)
伊藤会長の開会挨拶の後、高橋 豊東部支部長(教育研修所)より申請のあった「愛鷹ローム障に

挟在する縄紋先土器遺跡出土黒曜石の産地分析jに対し、選考委員会の審査結果が会長から報告され、

研究奨励金16万円が贈呈された。続いて総会議事に移り、 1992年度活動報告@特別事業報告@会計報

を了承。 1993年度予算(案ト事業計画案(案)、役員@委員(案)をそれぞれ原案通り承認後、「加

藤芳朗元会長@岩橋徹前会長を名誉会員に推挙する件J、本会発足以来本部事務局において本会を支え

て来られた「半田孝司会員(現常葉短大)を表彰する件Jがそれぞれ提案され、ともに異議なく

された。最後に新役員を代表して、加藤美一副会長(新居高校)の閉会挨拶があった。

* 記念講演金 (1993年6月13日14時""'-'15時半、ニツセイ静岡駅前ピル2Fホール)
30田という記念すべき節目の総会ということで、本会の生みの親、育ての親であっ

の学友であり、「グ口一パルテクトニクスJ(東京大学出版会 1987年)の

出版をはじめ、地球変動学の分野で多大な貢献をなされた杉村新先生(元神戸大学理学部教授)をお

招きし、総会に先立ち開催された。

杉村先生は、「今日は亡くなられた鮫島さんをしのび、彼の代わりに話したい」と きされ、「日

本の地質学 100年J(日本地質学会 1993年)に寄稿された「島弧論J(大地形@

深部構造@深発地震 e発援機構@熱流量@火山分布@火山岩@活構造 e諸現象の帯状配列)の別刷 (B5 

版 10P) に配布されたうえ、日 をはじめとする島弧の特性(海溝@

火山帯の並存)、特に火山活動@火山帯の特性についてスライド .OHp.ホワイトボードを併用して

切丁寧に講演された。日本付近の大地形@重力@震源@火山など、さまざまな地学現象の地理的分布

が極性をもっ帯状配列を示し、島弧~海溝系という概念に集約されること;島弧のマグマが島弧~海

と直角な極性方向に変化すること;火山の分布は海溝軸から 200km付近にある火山アロントより

大陸側に限られること;などを「プレート@テクトニクスj誕生以前に指摘され、島弧論をリードさ

れてきた先生のご講演を拝聴し、 100名を超えた参会者一間は深い感銘に包まれた。
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